
陸奥湾海況自動観測

児森良則・小泉広明

目的

海況自蔵親測システムと茂浦定地観測により、ホタテガイ等重要水産資源の漁業生産基盤である陸奥湾の海洋環境、漁場環境の

モニタリングを行い、得られた情報を陸奥湾海況情報として提供するとともに、海況予報技術・漁場保全対策・二枚貝毒化予察研

究等の基礎デ}タとして活用する。

材料と方法

l 観淑期間等:プイ一平成20年1月"'12月の毎時漣続観測、茂浦定地揖調ト平日午前9時

2観源地点と観測内容:図l、表1のとおり

表1観測内容

観測地点 観測水深
観測項目

水温 塩分 溶存酸素 涜向流速 気温

lni 。。 4.6.8.10. 

平舘ブイ
15m 。。 15.20.25. 

30m 。。 30.35.4伽

45m(底層} 。。 の101・
1m 。

膏轟ブイ
15圃 。
3伽 。
44m(底層) 。
海上納4冊 。
1m 。。 4.6.8.10. 

東湾フィ 1励I 。。 15.20.25. 
3伽1 。。。30.3。5層.4伽
48m(周E.)。。。の1

図1観測地点 麓浦 表面 。。(比重) 。

結栗と考察

1ブイデータの取得状況

観波げータを取得データとして~得吠況を付表に示した。

風向鼠逮

。

.t.(風力)

年間データ取得率は99%であり目標の95%を上回った。部%を下回ったの同容存酸素(田%)であった。

2観測結果'

蛍光強度

。

本報告のとりまとめにあたって比毎週樹子している市望奨湾海況情報lで半旬毎にデータを整理して手1聞していることから、

水晶塩分、溶存酸素、気温弘蛍光強度については、半句平均値を用いて図で示した。ただし風と樹Uこついて比毎時のデー

タを用いた。

平年値信昭和田年~平成19年までの期間のデータで算出した。

平年との此識は、平年偏差比(平年偏差÷平年標準偏差Xl∞)を用い、±欧猟来舗を平年並弘士印%以上~土130%未満をや

そ痛めまたは低め、:t130%以上......:t200%:非舗をかなり高めまたは低;め、:t200%以上をはなはだ高めまたほ低めと表現した。

(1)水温

観測プイと茂柑での観測値、それらの平年偏差と平年偏差比を図2に示した。その特樹木以下のとおりであった。

①青森プイと平舘プイの水劃ま1....... 3月、平年より低かった。

②観測プイと茂浦の水温は8月下旬に急激に下がった。

③観測プイと茂浦の水温は12月に『かなり高めJから fはなはだ高めjであった。

これらの変動は気温の影船主大きいと考えられた
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図2観測ブイとあ胃での水温と平年偏差および平年偏差比

(2)塩分

平舘ブイと東湾ブイでの観調lJfi直、それらの平年偏差と平年偏差比を図3に示した。

平舘ブイの塩分はl年を通じて平年より高く、蔚寄ブイの塩分は4月以降平年より高く推移した。

この変動は、前年秋以降の降水量が少なかったこと、暖冬で、降雪量が少なかったこと、平成20年の梅雨時期以降も降水量が

少なかったことによる影響が大きいと考えられた
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図3平舘ブイと車膏ブイでの塩分と平年偏差および平年偏差比
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(5)知且

東湾ブイと茂浦の観測値、それらの平年偏差、平年偏差比を図10に示した。伊降事牒、両者の気温の変動の状況は似i重

い、変巌幅は茂浦より東湾プイで小さかった。
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(6)溶存酸素

東湾ブイの樹鴇絹譜師日度の観測値と溶存酸素

量を図11に示した。

図10

底層の溶存酸素は、 3月頃から低下し続け 10月

下旬ごろ急速に回復するという例年どおりの推移
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水産用水基準2005年版では、内湾漁場の夏季嘘

層の望ましい溶存酸素量は 4.3mg/.(!以上となって

いるが、 9月第3半旬から第5半旬と 10月第2半

句にこの値を下回った。
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現膏ブイでの溶存酸素飽和度と溶存酸素量

2 3 4 5 ‘1 I t 1・11 11 
見

図11
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14 

(7)蛍光強度

東湾ブイの蛍光強度の観測1M直を図12に示した。

1月'""'2月が高く、 3月'""'8月が低く、 9月以降 12 

題:
号民命
綱。

は上昇傾向であった。

最大値が10を超えたの怯 3囲で、全て銘酒混

合期であった。

これらは前年と同様の変動であった。

12 11 10 
月

瓦膏ブイでの蛍光強度

4 3 
。

図12

情報の提供

(1)舗駄曜日に「陸奥湾海淵静IlJを作成し、漁業団体17ヶ所、湾岸相前10ヶ所、本県関係機関7ヶ所の計34ヶ所にファ

ックスて喰部令するとともに、当研究男初ホームページに掲載した。

平成20年1月'""'12月に計51回蜘脱抑~ぬ.710)発行した。

(2)この他、当研知芳ほたて貝部が開催した「ホタテガイ情報会議J、県水産振興課が開催した「養殖ホタテガイ実態調査説明会

及。糖果諏告会j、青森地方気象台の要請により開催された「陸奥湾の海況相生勉融会jなどで最新の海況情報を提供した。
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一

付費ブイデータの取得総見

観測地点 観測肉容 観測散
データ

欠測数
データ

取得数 取得率(%)

1m 8，784 8，778 6 99.9 

15m 8，784 8，778 6 99.9 

水温 30m 8，784 8，779 5 99.9 

45m 8，784 8，779 5 99.9 

(富十) 35，136 35，114 22 99.9 

1町、 8，784 8，778 e 99.9 

15m 8，784 8，778 6 99.9 

塩分 30m 8，784 8，779 5 99.9 

45m 8，784 8，779 5 99.9 

〈置十) 35，136 35，114 22 99.9 

平舘ブイ
4m 8，784 8，781 3 100.0 I 

6m 8，784 8，781 3 100.0 

8m 8，784 8，780 4 100.0 

10m 8，784 8，778 e 99.9 

15m 8，784 8，778 6 99.9 I 
流れ 20m 8，784 8，781 3 100.0 

25m 8，784 8，781 3 100.0 

30m 8，784 8，781 3 100.0 

35m 8，784 8，781 3 100.0 

40m ， 8，784 8，781 3 100.0 

〈昔十〉 87，840 87，803 37 100.0 

合 昔十 158，112 158，031 81 99.9 

1m 8，784 8，779 5 99.9 

水温
15m 8，784 8，779 5 99.9 

青森ブイ 30m 8，784 8，779 5 99.9 

44m 8，784 8，779 5 99.9 

合 昔十 35，136 35，116 20 99.9 

1m 8，784 8，773 11 99.9 

.15m 8，784 8，772 12 99.9 

水温 30m 8，784 8，773 11 99.9 

48m 8，784 8，773 11 99.9 

〈富十〉 35，136 35.091 45 99.9 

1m!- 8，784 8，773 11 99.9 

15m 8，784 8，773 11 99.9 

塩分 30m 8，784 8，773 11 99.9 

48m 8，784 8，773 11 99.9 

〈富十〉 35，136 35.092 44 99.9 

30m 8，784 7.205 1，579 82.0 

溶存酸素 48m 8.784 7.427 1，357 84.6 

(富十) 17.568 14.632 2.936 83.3 

東湾ブイ
風 ブイ上 8.784 8，765 19 99.8 

気温 ブイ上 8.784 8.774 10 99.9 

蛍光強度 1m 8.784 8.773 、11 99.9 

41'1'百 8.784 8，765 19 99.8 

6m 8，784 8.765 19 99.8 

8m 8.784 8.765 19 99.8 

10m 8，784 8，763 21 99.8 

15m 8.784 8.765 19 99.8 

流れ 20m 8.784 8.765 19 99.8 

25m 8.784 8.765 19 99.8 

30m 8.784 8.765 19 99.8 

35m 8.784 8.765 19 99.8 

40m 8.784 8.765 19 99.8 

(昔十〉 87.840 87.648 192 99.8 

合 世十 202.032 198.775 3，257 98.4 

総 昔十 395.280 391.922 3，358 99.2 
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